
２０２４年  １１月  ３日 ≪ 誕 生 祝 福 式 ≫ 

 主 日 礼 拝 午前８時半 ／ 10 時半 ／ 夜 7 時 

  

司  会               白川 達男兄 

奏  楽 

祈  祷               石井 洋子姉 

賛  美  聖歌６５５番「主がついてれば」 

               ～キリスト命/主はぶどうの木〜 

使徒信条 

聖書朗読  使徒行伝２３章６～１１節 

 

特別賛美   サインダンス 

メッセージ 「天を見上げて生きる人生」 

                               石井 潤 牧師 

 

献  金  聖歌６３４番「世の終わりのラッパ」 

賛  美       ～主は今生きておられる(Full Version)〜 

祝  祷 

お知らせ  〔司会者〕 

賛  美   ～叫べ全地よ～ 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

☆本日も礼拝の恵みを感謝します！午後は聖書の学び会(松岡姉/Ⅰペテロ３)。 

★祈祷会は、①明朝６時。②木曜午前 10 時半/夜７時半。③土曜夜８時。 

☆来週の日曜礼拝では聖餐式が行われます。大切に致しましょう！（礼拝の司会

は、石井秀人兄/代表祈祷は白川達男兄）。午後は執事会を行います。 
 

☆★一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１１/３－/１０〕☆ 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

聖書箇所 
エレミヤ 

27-29 
30-31 32-34 35-37 38-41 42-44 45-48 49-50 

チェック ○○○ ○○ ○○○ ○○○ ○○○○ ○○○ ○○○○ ○○ 



 

 
「しっかりせよ。あなたは、エルサレムでわたしのことをあかししたように、ローマでもあか

しをしなくてはならない。」                  使徒行伝２３章１１節 
 

「しっかりせよ」のこの言葉は原文のギリシャ語では７回新約聖書に登場してきます。 

➀マタイ９章２節「子よ、しっかりしなさい。あなたの罪はゆるされたのだ」。屋根から降ろさ

れてイエス様に出会った中風を患った男性に対して語られたイエス様のお言葉。 

➁マタイ９章２２節「娘よ、しっかりしなさい。あなたの信仰があなたを救ったのです」。不治

の病となってしまった婦人病で苦しんだ女性に語られたイエス様のお言葉。 

③④マタイ１４章２７節・マルコ６章５０節「しっかりするのだ、わたしである。恐れることはな

い」。嵐の湖で苦しんでいた弟子たちの元に水の上を歩いてやって来られたイエス様が弟子た

ちを励ましたお言葉。 

➄マルコ１０章４９節「喜べ、立て、おまえを呼んでおられる」。盲人のバルテマイをイエス様

がお呼びになって、そのことを弟子たちが彼に伝えたことば。 

➅ヨハネ１６章３３節「これらのことをあなたがたに話したのは、わたしにあって平安を得るた

めである。あなたがたは、この世ではなやみがある。しかし、勇気を出しなさい。わたしはすでに

世に勝っている」。別れの言葉に困惑している弟子たちを励ましたイエス様のお言葉。 

➆そして、今回の使徒行伝２３章１１節で主がパウロを励ましたことば。 

パウロは、以前に、エルサレムに来る前に、パウロをとどめようとした仲間のクリスチャンたちに

対して、「わたしはエルサレムで縛られるだけでなく、死ぬことをも覚悟しているのだ！」と語りま

した。死ぬ覚悟で、エルサレムにやってきていました。もう、ここで自分は死ぬのだ！と思ってい

ました。しかし、主の思いはそうではありませんでした。パウロがここで死ぬことを求めてはいませ

んでした。逆に生きて、もっともっと神様の希望のメッセージを多くの人々に届けなければなら

ないことを確認し、自覚しました。それからの彼の生き方が変わって行きました。 

パウロは、これからローマに行きますが、そこで一度は捕らわれの身になりますが、やがて、

解放されて、さらにスペインにまで宣教したと言われています。彼はもはや、主のために死のう

とは考えてはいませんでした。もっともっと生きて、世界を渡り歩いて、永遠の命の希望を世界

中の人々に届けるんだ！と新しい使命感に生きる存在と変えられました。 

私たちも主の励ましを日々聞く必要があります。希望の福音を私たち自身が主から聞いて

いかなければなりません。そして、真の意味で私たち自身が生かされていかなければなりませ

ん。それこそが、天を見上げて生きる者の人生であります。この世はどんどん暗くなっていきま

す。希望も見えにくい時代になっていきます。そんなときだからこそ、私たち自身がその暗闇に

吸い込まれてしまうのではなく、しっかりと、希望の福音を聞き続ける必要があるのです。そし

て、その希望によって私たちは初めて天国の存在を人々に届けることができるのです！ 

「天を見上げて生きる人生」 

～福音の希望を聞き続ける人生～ 

 

 


